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　ノーベル賞を受賞された田中耕一氏が，先日講演に来ら

れた時に，「研究室や教室での部下や学生への研究指導の

在り方」に関し，以下のご意見を頂いた．

　『部下や学生が，上司や教員から細かく指示され，自身

では深く考えず，指示されたとおりに研究を行った結果，

もし期待どおりあるいは期待以上の結果が得られても，本

人はあまり嬉しくはないだろう．しかし，その場合に，も

し研究を進めても上手く行かなかったら，本人は，上司や

教員の非にし，しかもそれ以上，失敗の原因などを深く考

えたりはしないだろう．

　一方，部下や学生が，自ら考えて研究を進めた場合に，

期待どおりあるいは期待以上の結果が得られたら，本人は

格別の嬉しさを味わうし，それによって自信も得るだろう．

もし研究を進めて上手く行かなかったとしても，自分が発

案したことなので，他人のせいにもしないし，意欲があれ

ば，自ら次の試行錯誤を続けるだろう．』

　研究を進める場合には，「主体性」が重要と言うことだ

ろう．上司や教員の立場からは，ご自身の豊富な経験や専

門知識を何とか若い人に早く伝えたいだろうし，若い人が

のんびり進めているのを待っていられない時も多い．した

がって，上記の内容に私の考えを付け加えるならば，「部

下や学生があたかも主体性をもって研究開発を進めている

かのように，上手に指導して錯覚させること」が，優れた

上司や教員なのだろう．例え答えを知っていても部下や学

生に考えさせる，常に「主体性」を錯覚させること（上司

や教員の掌の上に収めること）が，優れた上司や教員“秘

術”なのだろう．学会への論文投稿も活用しながら，若手

が自身の可能性を「自ら引き出すこと」をお手伝いするこ

とが，次代を担う「骨太の研究者」の育成に繋がると期待

したい．
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